
資料２ 

（仮称）新川圏域児童発達支援センター建設基本計画  

 

令和４年●月  

社会福祉法人魚津市社会福祉協議会  
 

１．経過  

施設建設に至った背景、現在の魚津市立つくし学園の利用状況などを記載  

 

 

２．建設地  

建設地の概要等について、図面をまじえて記載  

 

 

３．事業の基本方針  

新たな施設において実施する事業（児童発達支援、障がい児相談支援、保育所等

訪問支援など）の内容を記載  

 

４．施設整備の基本方針  

「事業の基本方針」を実現するために必要な施設整備の方針を明らかにするととも   

に、新たな施設に求める機能や性能を記載（建築コンセプト）  

 

５．施設整備の内容  

新たな施設の規模や附帯設備（駐車場、園庭）など、具体的な整備内容を記載  

 

 

６．建築計画  

新たな施設に設けるそれぞれの部屋の面積や用途を記載  

 

 

７．周辺施設、地域との連携  

旧小学校敷地全体の利活用を見据え、地元である上野方地区住民や諸団体との

連携、新たな施設と当法人事務所との一体的な運営など、将来ビジョンを記載  

 

８．概算事業費・財源  

概算事業費や財源を記載  

 

 

９．（仮称）新川圏域児童発達支援センターの名称  

公立から民設へ移行することに伴い、施設名称はゼロベースから検討する必要が  

生じるため、名称決定に至るまでのプロセスを記載  

 

10．事業スケジュール 

事業スケジュールを記載  

 


